ウタシャ・築地俊造追悼ライブ
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出　演＝RIKKI／築 秋雄／池田里奈／伊 成実
2018年4月8日(日)

開場：午後1時30分／開演：午後2時

於：R’s アートコート
公演詳細

　　　日時■2018年 4月8日(日)

　　　　　　開場：午後1時30分／開演：午後2時

　　入場料■前売・当日共　3,500円 (全自由席)

ﾁｹｯﾄ問合せ■☎03-5273-0806（東京労音）

　　　　　　☎03-3298-1419（ティダ ドリーム）

　　　　　　☎03-3419-6318（K・企画）

　公演会場■R’s アートコート　☎03-5273-0806　新宿区大久保1-9-10

　　　　　　JR山の手線　新大久保駅より徒歩6分

　　　曲目■朝花節／塩道長浜節／むちゃ加那節／祭りメドレー／六調／他

●本公演について

　この公演は、島口（奄美地方の方言）と独特の裏声で知られる、民謡の宝庫・奄美の島唄の素晴らしさを知って頂こうと、1988年から年2回のペースで行ってきた東京公演です。

　そのほとんどにあたる58回に、昨年他界した築地俊造氏が出演しておりました。

　築地は日本民謡大賞を受賞した後も島に留まり、数多くの若手のウタシャを世に送り出す手助けをしてきました。

　また、この東京公演の折は沢山の若手に出演の機会を作ってきました。

　今回の出演者の皆さまもその機会を頂いた方々です。

　今回の公演では、東京公演で数多く築地氏と共演してきたRIKKIを中心に、島唄のスタンダードから進化した新しい島唄までを4人で披露してゆきます。

　もちろん、築地が一番大切にしていた島唄の即興も披露します。

　楽しい追悼公演になる事と思います。

●奄美島唄について

　奄美島唄の歌詞には日常の娯楽的な要素に加えて、「生きる上での必要な知識」（「生活のルール」「教訓」「作業の仕方」「恋歌」「歴史上の人物の史実」）など、実に多方面にわたる内容があります。

　「島唄」は、夜毎の宴の席での「歌遊び(うたあしぃび)」等、人々が集まる場所で必ずと言っていいほど歌われるものでした。

　また、畑を耕す、芋を洗う、という日常生活の中で、作業歌として歌い継がれたり、歌詞が格言としてカレンダーや暖簾に書かれるなど、日常生活に深く浸透した文化でもあった。

　このように、奄美の人々は「島唄」の歌詞を通して、様々なものを受け取り、生活の中に活用してきたのです。
　「生活の知識」を与えてくれた「奄美島唄」の背景にある、先人たちが培ってきた、質素で極めてエコだった生活様式（特に衣・食・住と遊び）。そこから生み出された、豊かな唄たちが沢山生まれました。

　島唄を通して、奄美の先人たちの不思議で、おかしく、せつない、“生き抜くための知恵”を感じていただければと願っています。
　時代を超えて確実に進化し歌い継がれてゆく奄美島唄の世界を存分にお楽しみください。

●奄美島唄の特徴
· 歌詞の形式は、琉球の属島時代（約340年間）に琉歌の影響を受け、8・8・8・6音、の30字が基調となっている。
· 奄美地方の方言（島口）での歌詞で歌っている。伴奏は三線（ｻﾝｼﾝ）と太鼓。

· かつて文字を持たなかった時代の生活の知恵は、すべて歌で伝えられていたものと思われ、歌を多く知っている者が知恵ある者と慕われ、唄者（ウタシャ）と呼ばれた。

· ものの作り方や子孫に伝えるべき教訓（唄半学）から、今でいう報道ニュースやゴシップの類など実生活で行われる様々なことが歌に込められている。

· 歌い継がれた歌を競い合う歌遊び(ウタアシィビ)が行われる中で、前の者が歌った歌詞への返歌を、即座に選び出し歌う歌い手同士の即興の歌詞のやり取りが始まり、やがて男女間での歌遊びが行われるようになり、非常に高い音域での唄が多くなり、男性は特に洗練された裏声を駆使して歌うようになった。

· 歌遊びの少なくなった今日でも、即興性（新しい歌詞）に重点をおいている。
築地俊造（つきじ しゅんぞう）プロフィール

1934年
奄美大島、笠利町生まれ。

1979年
「まんこい節」で「第２回日本民謡大賞全国大会」で大賞に輝き、全国の民謡ファンに奄美島唄の独自性を強烈に印象づけた。

1979年
フランス、レンヌ市で開かれた「第8回国際伝統音楽祭」に招待され、島唄をはじめて海外で披露。

1987年
アメリカ、スミソニアン博物館主催「アメリカンフォークライブ」に出演。

1999年
ルーマニア「日本芸術文化祭」出演など、海外での評価も高い。

2002年
第26回 南海文化賞受賞(南海日日新聞社)

2003年
11年ぶりのＣＤアルバム『築地俊造　と〜とがなし』を発売。
2014年 7月 ＣＤアルバム『うきゃがれ　舞ゃがれ』を発売。

2014年11月 平成26年度文化庁地域文化功労者表彰を受けました。

築地は、毎回、決まって冒頭に「行きゅんにゃ加那節」にのせて、体全体でリズムを刻み、マイクに噛みつくようにこうアカペラで歌う。

忘れんしょんなよ−

いしょなかあたんてぃも　忘れんしょんなよ−

しまうたしまぐち　しまうどり・・・・・・・

（忘れないで。どんなに忙しくても“シマ”の言葉と歌、踊りを忘れないで・・・・・）

築地は、国内は元より、海外でも高い評価を得てきた。
島唄独特の裏声を駆使しての高音域の唄と、身近な話題をピリッと辛口のきいたユーモアで語り、歌い、聴衆を大いにわかせている。
その舞台演出（即興）には定評がある。
東京での定例公演は、1988年より13年間開いてきた渋谷ジァン・ジァンが閉館した為、2000年より、新大久保のR'sアートコートなどで年２回のシリーズコンサートを行ってきた。

島唄の生命線とも言われている即興性に重点をおいた柔軟な「俊造節」には期待が大きかった。
2017年4月、永眠。享年83歳。
RIKKI（りっき）プロフィール
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瀬戸内町古仁屋生まれ。 

15歳で「第13回日本民謡大賞」のグランプリを史上最年少で獲得、民謡日本一となる。

1993年デビュー。

「千と千尋の神隠し」イメージアルバムに参加。

ファイナルファンタジーXの主題歌「素敵だね」が世界でも注目されヒットする。

近年Sound Horizonのボーカルとして参加。

今年1月「あまみの唄あそび・RIKKIのくろうさぎはねた」をリリース。

奄美の島唄とポップスなど幅広く歌いこなす歌唱力は、ジャンルと言葉の枠を超え多岐に渡って活動が期待されている。

RIKKIの歌は、言葉の壁を越えて、確かに世界の人々を魅了している。

RIKKI official WEB  http://www.office-rikki.com/

築 秋雄（ちく　あきお）プロフィール
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奄美市名瀬出身。

2000年　東京でオリジナルライブをスタート。

2005年　CDデビュー。

2008年　奄美島唄をルーツにした「ASABANA ROCK」「INISURI」を含む2nd CD『ダイナマイト！』 をリリース。

2009年6月～2010年1月までレインボータウンFM奄美情報コーナー「ぬ〜でん奄美」のパーソナリティを担当。
2010年3月には単独欧州ツアー(仏・独)を実現。

2011年8月には「ワイド節」のロックバージョンを含む東日本被災地復興支援ミニアルバムを全国発売。

2013年7月、奄美島唄をヒントにした「ヤチャボー」「千鳥浜」を含む3rd CD『希望の翼』 を全国発売。収録曲「インディペンデンス・デイ」が劇団文化座公演『GO』のカーテンコールに、「ロスト・ジェネレーション(立ち上がれ！)」がAbema TV に採用(2017年)される。

2015年7月には中川五郎バンドとのジョイントで奄美群島ツアーを敢行。

現在は2014年よりライブハウスの老舗吉祥寺曼荼羅で毎月主催している豪華ゲストとのツーマンイベント『希望の翼』シリーズの他、各種イベントやライブ、ツアーなど精力的に行っている。
池田里奈（いけだ　りな）プロフィール
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奄美二世。

桐朋学園大学短期大学部芸術科音楽専攻卒業。同短大専攻科修了。桐朋学園芸術短期大学研究生修了。

在学中にボストン大学サマーコースにてドワイヤー女史に師事。

日本フルート協会主催、第32回「フルートデビューリサイタル」に出演。

現在、ライブハウスでレギュラー出演している他、ブライダル、イベント演奏など、幅広いジャンルで活動している。

これまでにフルートを野口龍、渡辺暁男、千野千繪の各氏に師事。
伊　成実（い　なるみ）プロフィール
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徳之島、伊仙町出身

小学校５年生より島唄を安田宝英に師事。徳之島では、子供に三味線指導し、様々なイベント活動に出演。2011年進学の為上京。

2007年　第28回奄美民謡大賞少年の部新人賞。

2010年　全九州民謡民舞の祭典第５位。

2011年　奄美シマ唄日本一大会準優勝。

2011年　第２回シマ唄のど自慢大会in東京、審査員特別賞。

2012年　全九州民謡民舞の祭典優秀賞を受賞。

2014年　日本カンボジア絆フェスティバルに出演。カンボジアで演奏を披露する。

現在は、関東を中心に看護師をする傍ら、島唄のイベントに出演している。
